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 その日 徳山風景絵はがき 岩徳線全通記念・徳山ノ桜 （文書館図書726-9-3） 

岩徳線の開通日 

《岩徳線の変遷》 

岩徳線とは、山陽本線岩国駅から西

方に進み周防高森駅を経て山陽本線

櫛ヶ浜駅に至る43.7㎞の路線です。線

名は当初計画の両端駅、岩国・徳山の

頭文字をとって名付けられました(「鉄道辞

典上巻」文書館図書686より)。 

大 正11年(1922)に、鉄 道 敷 設 法

(法律第37号。国が建設・運営すべきとし

た鉄道路線を定めた法律)が制定され、
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徳山案内 

(一般郷土史料157) 

岩徳線全線開通記念に

再刊された、徳山に関連する

情報を網羅した冊子です。昭

和2年、御大典記念事業と

して、新撰徳山案内と題し刊

行していたものを訂正補筆し

て再刊しました。編者は思い

立って再刊したようで、訂正

補筆は僅か1週間、「岩徳線

開通による画期的発展を遂

げる徳山の前途を祝福する

記念」として熱い思いで発刊

したようです。  

同年の第46回帝国議会で岩徳線の建

設が承認されました。翌12年4月に鉄道

省の山口建設事務所の所管区画へ岩徳

線が編入しました(「官報(大正12年４月

13日鉄道省告示第61号)」より)。工事

は昭和２年(1927)９月に着工され、そ

の後は下表の通りです。このように区画を

区切り敷設されていきましたが、全ての路

線が繋がったのは、昭和9年12月1日で

す。そのときの記念として発行された絵葉

書類を紹介します。  

岩徳線ノ概況(昭和

4年) 

(1920年代国-23) 
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 《岩徳線全通記念絵はがき 》 

前頁上段の資料は、徳山町が“徳山風景絵葉書”と

して出した絵はがきの1枚です。全体的にシンプルな外装

の封筒に3枚の絵はがきが封入されていますが、この1枚

だけに白枠の通り、“岩徳線全通記念”のキャプションがあ

ります。 

上の2枚の絵はがきは、開業時の周防高森停車場

(周防高森駅)と岩国錦帯橋のものです。はがき表面(文

章記載面)より、鉄道省が昭和9年12月1日に岩徳線

全通記念として出したものだとわかります。 

周防高森停車場は、最後の開業区間内にある中心

的な駅です。また、錦帯橋は「岩徳線ノ概況(昭和4

年)」(1920年代国-23)や「岩徳線建設概要(昭和6

年)」(1930年代国-22)に記載されている沿線の名勝

や旧跡の中に説明があり、同線が通る岩国を代表する

景物だといえます。いずれも箔押しの印刷が美しい、岩徳

線全通を記念するに相応しい2枚です。 

下の絵はがきは、“岩徳線開通記念”として住福煉炭

株式会社が出したものです。この会社は、昭和7年7月創

立の会社で、鉄道省指定の機関車用ピッチ練炭製造事

業・家庭用練炭・豆炭を主製品として取り扱っていまし

た。(『徳山市史下巻』) 

練炭とは、無煙炭・コークス・木炭などの粉末に結着剤

をまぜて強く押し固めた燃料のことです。円筒形で、燃焼

をよくするため縦に数個の穴を開けてあります。岩徳線の

開通とともに増える燃料の需要は、会社にとっての慶事

だったことがわかります。絵葉書袋の裏には、主製品の説

明があり、「室内煙突なしのストーブに木炭代用品として

歡迎を受く値段安く火保よく煙りなく臭ひなし」「主としてボ

イラー、ストーブ、湯屋、理髪店…[中略]…其他一般西

洋竈に最適」など、広告としての役割も果たしています。  

戦前の山口県の風景(絵ハガキアルバム)13 岩国市 ①周防高森停車

場(昭和9年・開業時)(桑木正道収集史料13)  

戦前の山口県の風景(絵ハガキアルバム)13 岩国市 

②岩国錦帯橋(昭和9年)(桑木正道収集史料13)  

岩徳線開通記念絵はがき(袋) 

(文書館図書絵葉書726-7-1)  

岩徳線開通記念絵はがき 山口県徳山町

住福煉炭株式会社・事務所入口 

(文書館図書絵葉書726-7-2) 

岩徳線開通記念絵はがき 山口県徳山町

住福煉炭株式会社・豆炭工場の内部 

(文書館図書絵葉書726-7-5) 


